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会津美里町水道事業ビジョン（案）に関する修正意見について 

≪水道事業運営委員会委員≫ 

頁 

行 
意見等の概要 

意見等に対する 

町の考え方 
修正内容 

３頁 

 

３行目 

「・・・整合を図り、」の後に「水質基準

に適合した水が、必要な量、いつでも、ど

こでも誰でも合理的な対価をもって、持続

的に受け取ることが可能な水道」を挿入し

てはどうか。 

国の新水道事業ビジ

ョンにおいても指摘さ

れる内容であり、追記し

ます。挿入場所について

は、水道ビジョンの理想

像（Ｐ37）に追加します。 

（Ｐ37 中段）※理想像のページに追加 

「私たちにとって望ましい水道とは、時代や環

境の変化に的確に対応しつつ、水道基準に適合

した水が、必要な量、いつでも、どこでも、誰で

も、合理的な対価をもって、持続的に受け取るこ

とが可能な水道といえます。」を追加しました 

８頁 

「３給水

普及率」

の３行目 

 「井戸の水質は地表面からの影響を受け

やすいことから、浄水水質が安定している

水道への加入を町では推進しています」を、

「町といたしましては、井戸の水質が地表

面からの影響を受けやすいことから、浄水

水質が安定している水道への加入を促進し

ています」にしてはどうか。 

ご指摘の内容をもと

に、右記のように修正し

ました。 

「町では、井戸の水質が地表面からの影響を

受けやすいことから、浄水水質が安定している

水道への加入を推進しています。」に修正しま

す。 

31 頁 

 

１段目 

30 頁と同じ文言にすべき。 

「配水管網の更新・耐震化」 

ご指摘の通り修正し

ました。 

ご指摘の内容を修正するとともに、30 頁の図

3-11 と、31～33 頁の方策名を一致させました。 

40 頁 

 

６行目 

「令和７年度から令和 11 年度の５年間

で・・・」で、何をするのか不明です。 

ご指摘を踏まえ、そ

の段落について内容を

修正しました。 

「令和６年度に策定した「会津美里町上下水道

耐震化計画」を基に、避難所等の重要施設に接続

する耐震化されていない上下水道管路につい

て、今後概ね２０年間で耐震化を完了すること

を目指します。」と修正しました。 
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頁 

行 
意見等の概要 

意見等に対する 

町の考え方 
修正内容 

44 頁 

 

表５-1 

表全体で、継続的取組・準備検討期間が

不明確。 

継続的取組・・・イベント・達成項目などあ

ったら記載して欲しい。 

準備検討期間・・・いつまで検討するのか、

期限を明記して欲しい。 

ご意見をもとに、ス

ケジュール表を可能な

限りメリハリをつける

とともに、トピックと

なるような計画策定時

期、料金改定時期など

を視覚的にわかりやす

くなるように修正しま

した。一方で、計画期

間中に継続的な取組が

必要なものについて

は、説明の一文を追記

しました。 

 ※次頁を参照 

40頁から具体的な方策が示されているこ

とから、継続してビジョンの計画期間に取

り組むことは理解できるが、前のビジョン

を総括して、それぞれの方策の具体的な取

組を明示した方がよい。 

例）・耐震性のない石綿管更新計画 

  ・水道料金の見直し・改定の時期など 

- 

人口減少等により水道事業の事業環境が

厳しくなる中、持続可能な水道事業の運営

を目標に各種施策が検討されていますが、

事業財源確保の一環として余剰資金（現預

金）の運用は検討しているのでしょうか。 

「金利のある世界」となったことで、県内

自治体の中には安全性の高い債権等（国債・

国庫短期証券）による運用を開始している

自治体も増えており本事業においても検討

すべきと考えます。 

水道事業の現預金に

ついては、一部定期預

金に預け入れをしてお

り、ご指摘の運用につ

いては、他町村の状況

についても調査し、本

事業においても実現性

について研究していき

ます。 

変更なし 
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Ｐ44 表５－１ 変更前 Ｐ44 表５－１ 変更後 

 

 

 

 

方策/年度
令和

９年度
令和

10年度
令和

11年度
令和

12年度
令和

13年度
令和

14年度
令和

15年度
令和

16年度
令和

17年度
令和

18年度

1-①
策定した耐震化計画及び管路
更新計画の実施

1-②
水道施設や管路の長寿命化

1-③
利用していない施設の廃止検
討またはメンテナンス検討

2-①
人材育成・技術の継承

2-②
中央監視設備の更新・強化

2-③
危機管理マニュアルの策定

3-①
水道DX事業の共同発注

3-②
応急給水・応急復旧対策

3-③
維持管理委託の広域的な連携

4-①
省エネ設備の導入

5-①
事業財源の確保と適正な水道
料金の設定

5-②
有収率の向上

フォローアップ

方策/年度
令和

９年度
令和

10年度
令和

11年度
令和

12年度
令和

13年度
令和

14年度
令和

15年度
令和

16年度
令和

17年度
令和

18年度

1-①
策定した耐震化計画及び
管路更新計画の実施

1-②
水道施設や管路の長寿命化

1-③
利用していない施設の廃止
またはメンテナンス検討

2-①
人材育成・技術の継承

2-②
中央監視設備の更新・強化

2-③
危機管理マニュアル等の策定

3-①
水道DX事業等の共同発注

3-②
応急給水・応急復旧対策

3-③
維持管理委託の広域的な連携

4-①
省エネ設備の導入

5-①
適正な水道料金の設定

5-②
有収率の向上

フォローアップ

：準備検討期間 ：開始時期 ：継続的取組　　

業務のマニュアル化・ＯＪＴ研修の強化 人材育成方針の再検討

中央監視システム等の更新検討

マニュアルの検討 マニュアルの運用 マニュアルの見直し

共同発注の継続

マニュアルの見直し 継続的な応急給水・応急給水の実施

Ｗ－ＰＰＰや広域連携による施設維持管理業務の検討

●蛍光灯の生産中止
施設照明のＬＥＤ化 高効率ポンプ等に更新

料金の検証

老朽管更新事業や水道ＤＸの継続的取組

Ｗ－ＰＰＰ導入

経営戦略・料金の検証 経営戦略・料金の検証

●上下水道耐震化計画改定

●アセットマネジメント計画改定【R10～R19年度】

●アセットマネジメント計画改定【R10～R19年度】

●上下水道耐震化計画改定 【R12～16年度】

料金の見直し 料金の見直し


